
亘一:岸'一

』
一
竺一

哩
苛

ザ▲x

目二

耐

「
大
震
災
後
の
日
本
再
建
と
新
し
い
公

共
」
を
テ
ｉ
マ
に
し
た
大
学
改
革
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
Ⅷ
月
泌
日
、
和
歌
山
大
学
で
開

か
れ
た
。
３
月
の
東
日
本
大
震
災
や
９
月

の
紀
伊
半
島
・
和
歌
山
豪
雨
大
災
害
を
踏

ま
え
て
、
地
域
の
持
続
的
発
展
や
生
涯
学

習
に
寄
与
す
る
大
学
の
在
り
方
を
問
い
直

し
た
も
の
。
鈴
木
寛
・
前
文
部
科
学
副
大

臣
や
地
域
震
災
復
興
計
画
策
定
に
関
わ
っ

た
岩
手
県
・
福
島
県
の
大
学
人
、
地
元
の

和
歌
山
県
田
辺
市
教
育
委
員
会
の
生
涯
学

習
課
長
ら
が
提
案
し
た
。

◇
◇

開
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
山
本

雌
慈
・
和
歌
山
大
学
学
長
が
あ
い
さ
つ
、

西
孝
博
通
・
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
教
育

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

山
本
学
長
は
「
３
月
の
東
日
本
大
震
災
、

９
月
の
紀
伊
半
島
・
和
歌
山
豪
雨
大
災
害

に
直
面
し
、
地
域
の
苦
悩
や
課
題
を
深
く

受
け
止
め
、
そ
の
解
決
過
程
に
責
任
あ
る

参
画
を
す
る
大
学
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
持
続
的
発
展
を
担

う
人
材
の
蕊
成
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
生
涯
学

習
機
能
が
問
わ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
地

方
国
立
大
学
が
国
民
的
信
頼
を
築
く
た
め

の
大
学
改
革
の
方
向
と
し
て
も
必
須
の
こ

と
」
と
述
べ
た
。

鈴
木
寛
塞
織
院
繊
員
雲
尊
蔀
科
学
剛
蒼
）

大
震
災
後
の
日
本
再
建
と

新
し
い
公
共
の
力

グー1

、
〃

鋲
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地
一
域
震
災
復
興
計
画
策
定
過
程
か
ら
見
え
て
き
た

地
方
国
立
大
学
の
役
割

汐
』

墨 》
彦

一

愛

鈴
木
前
文
科
副
大
臣
は
、
「
東
日
本
大

鈴
木
寛
（
参
議
院
議
員
・
前
文
部
科
学
副
大
臣
）

大
震
災
後
の
日
本
再
建
と

新
し
い
公
共
の
力

藤井克己(岩手大学学長･岩手県
東日本大震災津波復興委員会委員長）

鈴木浩熊島大学名護教授･福
島県復興ビジョン検討委員会座長）

山本学長を聞き手に行た
れたフォーラム1

震
災
の
直
後
に
文
科
省
が
立
ち
上
げ
た

『
子
ど
も
の
学
び
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
』

で
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
当
事
者
と
支

援
の
用
意
が
あ
る
大
学
・
企
業
・
団
体
・

個
人
を
直
接
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
約
１

３
０
０
件
の
支
援
が
ま
と
ま
っ
た
。
自
発

的
で
互
助
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
、

新
し
い
公
共
の
在
り
方
だ
と
確
信
し
た
。

単
な
る
復
興
で
は
な
く
て
、
躯
世
紀
を
見

通
し
た
創
造
的
な
復
興
の
た
め
に
は
、
ガ

バ
メ
ン
ト
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
加
え
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
土
台
に
し
た
解
決
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
『
熟
議
』
を
通
し

て
解
決
策
を
訓
整
し
な
が
ら
『
か
ゆ
い
と

き
に
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
』
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
「
今
、
『
卒
近
代
』
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
熟

議
、
協
働
を
通
し
て
、
世
界
を
変
え
る
強

い
決
意
を
持
っ
た
市
民
の
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
が
生
ま
れ
て
い
る
。
上
意
下
達
文
化
や

受
け
身
文
化
を
脱
却
す
る
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
同
時
に
改
革
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
ず
、
産
み
の
苦
し
み
も
あ
る
が
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
持
ち
た
い
」
と
強
調

し
た
。

こ
の
後
、
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
」
で
は
、

藤
井
克
己
・
岩
手
大
学
学
長
と
鈴
木
浩
・

福
島
大
学
名
誉
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
岩
手

県
と
福
島
県
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
計
画
策
定
に
関
わ
っ
た
経
過
や

課
題
、
そ
し
て
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
劉

に
つ
い
て
報
告
。
聞
き
手
を
山
本
学
長
が

務
め
た
。

藤
井
学
長
は
、
「
岩
手
県
で
は
、
復
興

計
画
を
安
全
・
幕
ら
し
・
生
業
の
三
つ
の

原
則
で
考
え
た
。
特
に
津
波
被
害
の
大
き

い
沿
岸
部
で
の
住
民
の
生
業
を
ど
う
立
て

て
い
く
か
が
課
題
。
復
興
計
画
が
で
き
れ

ば
安
心
で
は
な
く
、
市
町
村
ご
と
に
課
題

が
異
な
る
点
へ
の
対
応
が
こ
れ
か
ら
の
課

題
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

大
学
の
役
割
に
つ
い
て
、
藤
井
学
長
は

「
岩
手
大
学
に
は
四
つ
の
学
部
、
約
５
０

０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
『
出
番
は
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
』
と
言
っ
て
い
る

が
、
従
来
の
産
官
学
連
携
に
と
ど
ま
ら
ず
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
ー

地
域
震
災
復
興
計
画

策
定
過
程
か
ら
見
え
て
き
た

地
方
国
立
大
学
の
役
割
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震
災
後
の
地
域
に
と
っ
て
の
生
涯
学
習
・
大
学
の
役
割

砿

圃圃圃

回1回

①小川雅則（和歌山県田辺市教
育委員会生涯学習課長）

②石井山竜平(東北大学大蝉
院准教授）

③高橋興(青森中央学院大学教
授・中央教育審議会委員）

④塩見みづ枝(文部科学省社
会教育課長）

⑤堀内秀雄(和歌山大認聯･副学勧

際
密

沿
岸
部
の
地
域
で
の
子
ど
も
た
ち
の
熟
議

に
、
大
学
の
教
育
学
部
の
教
員
が
関
わ
っ

た
り
す
る
新
し
い
動
き
も
出
て
き
た
。
大

学
の
専
門
家
と
し
て
、
復
興
に
向
け
て
専

門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
貢
献
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
し
た
。

鈴
木
名
誉
教
捜
は
、
「
福
島
第
一
原
発

事
故
の
問
題
は
、
収
束
が
見
え
な
い
中
で

９
町
村
が
警
戒
区
域
に
入
っ
て
お
り
、
他

県
に
役
場
機
能
を
移
転
し
た
自
治
体
も
あ

り
、
復
興
計
画
自
体
の
策
定
が
難
し
い
な

ど
の
苦
し
み
が
あ
る
。
復
興
計
画
自
体
は

経
済
界
か
ら
の
揺
り
戻
し
も
あ
る
中
、
脱

原
発
で
合
意
で
き
た
が
、
今
後
、
地
域
循

環
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
時
代

や
世
界
の
動
き
を
踏
ま
え
た
対
応
も
考
え

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
し
た
。

福
島
大
学
で
は
、
災
害
復
興
研
究
所
を

４
月
に
設
置
し
、
被
災
地
域
の
住
民
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
仮
設
住
宅
の
生
活

環
境
の
改
善
や
研
究
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
鈴
木
名
誉

教
授
は
、
「
県
内
の
自
治
体
の
首
長
さ
ん

た
ち
は
孤
独
な
状
態
で
政
策
決
定
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
脱
原
発
で
は
、
１
万

人
の
雇
用
問
題
を
ど
う
す
る
の
か
、
さ
ら

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
」
で
は
、
「
震
災
後
の

地
域
に
と
っ
て
の
生
涯
学
習
・
大
学
の
役

割
」
に
つ
い
て
、
小
川
雅
則
・
和
歌
山
県

田
辺
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
、
石

井
山
竜
平
・
東
北
大
学
大
学
院
准
教
授
、

高
橘
興
・
青
森
中
央
学
院
大
学
教
授
、
塩

見
み
づ
枝
・
文
部
科
学
省
社
会
教
育
課
長

の
４
氏
が
提
案
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

堀
内
秀
雄
・
和
歌
山
大
学
副
学
長
が
務
め

た
。

に
長
期
化
す
る
避
難
生
活
の
ブ
ラ
ハ
ノ
、
、
》

－
へ
の
配
慮
な
ど
、
生
活
の
質
の
面
へ
の

議
論
ま
で
で
き
て
い
な
い
。
い
ろ
ん
な
デ

ー
タ
が
あ
り
、
ど
れ
を
信
じ
て
い
い
の
か

（
分
か
ら
な
い
）
と
い
う
迷
い
も
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
は
あ
る
が
、
地
元
大
学

と
し
て
は
、
そ
う
し
た
提
案
に
専
門
的
な

見
地
か
ら
解
釈
を
加
え
て
、
地
域
で
の
復

興
計
画
づ
く
り
を
支
援
す
る
な
ど
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

提
案
し
た
。

震
災
後
の
地
一
域
に
、
一
員
一
て
の

生
涯
学
習
・
大
学
の
役
割

12

No．1187◆2011年12月5日号 ●特別企画● 週刊教育資料



大学改革ｼﾝボ｢大震災後の
特別企画日本再建と新しい公共」

一地方国立大学の役割と生涯学習で提案一

小
鵬
課
長
は
一
田
辺
市
は
広
域
合
併

し
て
、
約
１
０
０
０
平
方
キ
ロ
と
近
畿
で

は
最
も
面
積
が
広
い
市
と
な
っ
た
。
和
歌

山
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
公
民
館
単
位
で
、

地
域
課
題
解
決
型
の
学
習
を
進
め
て
き
た
。

大
学
と
連
鵬
し
た
こ
と
で
、
理
論
的
な
総

括
の
大
切
さ
や
住
民
目
線
で
考
え
る
こ
と
、

職
員
の
意
識
改
革
な
ど
が
図
れ
る
な
ど
の

成
果
が
あ
っ
た
」
と
指
摘
。

田
辺
市
で
は
９
月
の
紀
伊
半
島
・
和
歌

山
蕊
雨
大
災
害
の
際
、
あ
る
公
民
館
に
１

０
０
人
も
の
住
民
が
避
難
し
て
き
た
と
い

う
。
公
民
館
主
事
だ
け
で
は
避
難
者
に
対

応
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
普
段
、
公
民
館

を
利
川
し
て
い
る
人
や
運
営
協
議
会
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
が
活
躍
し
て
く
れ
た
。
小
川

課
長
は
「
公
民
館
な
ど
が
地
域
防
災
の
拠

点
の
一
つ
と
し
て
ど
う
役
割
を
発
揮
す
る

か
検
討
し
た
い
。
大
学
と
は
、
継
続
的
な

連
排
や
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
普
及

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
地
域

か
ら
大
学
に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
課
題
を
述
べ
た
。

石
井
山
准
教
授
は
、
東
日
本
大
震
災
直

後
の
仙
台
市
の
現
状
を
報
告
し
な
が
ら
、

「
市
内
に
公
民
館
（
市
民
セ
ン
タ
ー
）
が

飢
館
あ
る
が
被
災
直
後
は
町
中
に
被
災

者
が
あ
ふ
れ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
も
避
難
所

と
な
っ
た
。
８
月
ま
で
は
、
学
校
施
設
の

代
替
や
他
地
域
か
ら
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
宿
泊
場
所
、
給
水
施
設
な
ど
、
多
目
的

に
利
用
さ
れ
た
が
、
本
来
の
社
会
教
育
の

機
能
は
停
止
状
態
に
あ
っ
た
」
と
指
摘
。

一
方
で
「
被
災
者
が
本
音
を
言
え
る
、

ホ
ッ
と
で
き
る
場
を
カ
フ
ェ
形
式
で
連
営

す
る
住
民
も
い
た
。
今
回
の
震
災
で
は
、

私
も
学
生
も
、
地
域
に
お
い
て
人
々
の
パ

ー
ソ
ナ
ル
な
面
も
含
め
て
、
じ
っ
く
り
と

聞
き
取
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
社

会
教
育
施
設
で
学
ん
だ
り
、
人
と
つ
な
が

る
こ
と
を
生
き
が
い
に
し
て
い
る
人
た
ち

も
い
る
。
声
な
き
人
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

循
環
型
の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
も
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
教
育
の
課
題
で
は
な
い

か
」
と
間
題
提
起
し
た
。

高
橘
教
授
は
「
行
政
に
い
た
時
に
大
学

と
の
連
携
の
必
要
性
を
感
じ
た
が
、
大
学

の
研
究
者
は
地
域
の
課
題
に
関
心
が
な
い

と
思
っ
て
い
た
。
今
回
の
大
震
災
で
は
、

岩
手
県
の
防
災
教
育
に
群
馬
大
学
の
片
田

敏
孝
教
授
が
関
わ
っ
て
い
た
が
、
片
田
教

授
は
、
岩
手
県
釜
石
市
に
８
年
間
通
い
続

け
て
い
る
》
子
ど
も
を
正
年
育
て
る
と
大

人
に
な
り
、
も
う
、
年
た
つ
と
親
に
な
る
、

と
い
う
気
持
ち
で
関
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
、

こ
れ
く
ら
い
の
覚
悟
を
持
た
な
い
と
大
学

も
役
割
を
果
た
せ
な
い
の
で
な
い
か
」
と

強
調
し
た
。

塊
見
課
長
は
「
社
会
教
育
は
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
や
緋
を
深
め
、
『
関
係
性
を

創
る
』
き
っ
か
け
に
な
り
、
地
域
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
回

の
東
日
本
大
腿
災
で
も
、
住
民
か
ら
自
主

的
に
『
お
互
い
様
セ
ン
タ
ー
』
が
で
き
て
、

自
分
た
ち
の
逝
か
れ
て
い
る
状
況
を
自
分

た
ち
で
良
く
し
て
い
く
動
き
が
あ
っ
た
。

大
学
も
ま
た
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
育

成
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
り
、
人
材

同
士
を
つ
な
げ
る
役
荊
な
ど
を
期
待
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
堀
内
副
学
長
が
「
大
災
害
な

ど
の
危
機
の
時
こ
そ
、
社
会
教
育
で
育
っ

た
人
が
試
さ
れ
て
い
る
。
大
学
も
ま
た
学

内
で
の
学
生
の
教
育
と
地
域
で
の
人
材
育

成
を
つ
な
げ
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
役
剖
を
果
た

し
て
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
大
学
で
あ
り

た
い
」
と
結
ん
だ
。
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